
新時代の防災⼒向上セミナー

防災塾・だるま×神奈川⼤学連携講座

報告と総括



「新時代」とは
•2023年は関東⼤震災100年
•昨年で阪神淡路⼤震災四半世紀
•今年は東⽇本⼤震災10年
•世界的感染症拡⼤を克服する闘
いの最中
•気候変動による激甚災害



「新時代の防災⼒向上セミナー」
講座の構成

回 開講⽉⽇ 内容

第1回 2021/09/30

◆近代の⾃然災害から⽬指す防災まちづくり【荏本孝久】
〜災害史と防災対策の変遷、そして新時代の防災への展望〜

◆災害時でも⾃宅で10⽇以上⽣活するためのノウハウ【釜⽯徹】
〜家庭の防災⼒を向上させれば災害は怖くない〜

第2回 2021/10/07

◆発災から1 時間以内の救出を⽬指す【原⽥剛】
〜災害時に機能する⾃主防災組織〜

◆被災地で現実に起きていること【⾼松清美】
〜被災地の現実に学ぶ防災まちづくり〜

第3回 2021/10/14

◆⼥性視点の避難所運営【五⼗嵐ゆかり】※録画なし
〜東⽇本⼤震災における⽀援活動から〜

◆⾃助・共助・公助の統合をめざして【鷲⼭⿓太郎】
〜住⺠、学校、地域の多様な組織が連携・参画する防災まちづくり
〜



引⽤ 近代の⾃然災害から⽬指す防災まちづくり【荏本孝久】
〜災害史と防災対策の変遷、そして新時代の防災への展望〜

第⼀回 ふりかえり



荏本講師に学ぶこと
•関東⼤震災依頼の歴史の俯瞰
•災害の質も、社会の意識も⼤きく変化
•気候変動関連災害の激化への対応
•耐震等ハードの⾯は進んだが、⼈の意識と関係
性の改善が必要

•（考察）時代の変化に対応し、個⼈の意識の拡
充、他者との関係性の向上、正常性の偏⾒払拭
の具体的⽅策を本会としては提⾔できるように
したい。





釜⽯講師から学べたこと
•防災対策の⽬的と⽅針の明確化
•耐震化、家具固定等事前の減災対策こそ重要
•在宅避難を基本とした⾃助⼒の向上
•⾸都直下型地震では東京湾岸の⽕⼒発電所がダ
ウンし、⻑期ブラックアウトを想定する必要。

•（考察）⾃助⼒を⾼めるためのコミュニティと
個⼈とのつながりをどう構築するかを本会とし
て考えたい。



第⼆回 ふりかえり

引⽤ ◆発災から1 時間以内の救出を⽬指す【原⽥剛】
〜災害時に機能する⾃主防災組織〜



原⽥講師から学べたこと
•発災後１時間以内の状況の実態を直視
•「⾃治会本部」を⽴ち上げてからは⾮現実的
•発災直後に安否確認単位で救出・消化活動を⾃
動的に発動
•「⼀時避難場所」に救出⽤具（暗証番号で開け
られる）で⼈と道具が即時調達。
•「⼆段構えの近隣共助システム」⾃治会から強
⼒な応援部隊
•（考察）J-DAG、「コミュニティ・タイムライ
ン」との統合でより実戦的になるのでは。



第⼆回 ふりかえり
引⽤ ◆被災地で現実に起きていること【⾼松清美】
〜被災地の現実に学ぶ防災まちづくり〜



⾼松講師から学べたこと
• 被災地では報道されていない多様な問題が発⽣し
ている。
• 「⾃助・共助」ができなかった結果として避難所
⽣活を余儀なくされている⼈も多い
• 「⾃助・共助」による事前の減災こそ防災の基本

• （考察）地域防災＝避難所運営訓練になっている
実態がある。コミュニティとして、事前の⾃助⼒、
共助⼒向上を組織的、計画的に進めなければなら
ない。



引⽤◆⼥性視点の避難所運営【五⼗嵐ゆかり】※録画なし
〜東⽇本⼤震災における⽀援活動から〜





五⼗嵐講師から学べたこと
•⼥性や乳幼児を想定した避難所運営をGuideline
に明確にする必要
•スフィアプロジェクト、内閣府からの各種
Guidelineをもとにした避難所運営の最適化。

•（考察）阪神淡路⼤震災の避難所崩壊を学んで
きた本会として、⼥性や少数者の⽴場を配慮し
た参画型の防災、避難所運営を提⾔していきた
い。



「明⽂化」した「地区の防災計画」を共有し、運営すれば
防災まちづくりは進展する。

◆⾃助・共助・公助の統合をめざして【鷲⼭⿓太郎】
〜住⺠、学校、地域の多様な組織が連携・参画する防災まちづくり〜



鷲⼭提案
•「⾃助、共助、公助の統合」は明⽂化されて共
有された「わたしたちの防災計画」の存在で可
能となる。
•公助の動きを知り、ハザードマップや⾃治体防
災計画の理解のもと、共助が⾃助を防災教育す
ることで、⾃助⼒（意識、相互関係）が向上す
る。
•防災塾・だるまとして、学んだことを「地区防
災計画ガイドライン」として、⾃主防災組織、
⾏政等に提案できないか。



災害・防災の構造と４つの砦
⾃助の砦
（家庭・個⼈）

耐震化・家具固定
出⽕防⽌
家庭内消⽕
家庭内避難
避難⾏動理解
家族安否確認

トイレ⾃⽴
⽔・⾷料備蓄
電源・照明

共助の砦
（⾃治会等）

近隣安否確認
救出活動
応急⼿当
消⽕活動
避難誘導

⽔・⾷料配給
要援護者⽀援

公助連携の砦
（学校・⾃治体・国）

避難所開設
避難者トリアージ
負傷者トリアージ
感染症対策

消防・警察・⾃衛隊
ボランティア受援

物資配給拠点
情報拠点

在宅被災者⽀援

家屋倒壊
⽕災発⽣
逃げ遅れ
死亡・負傷
⼼的外傷

学校に逃げる刷り込み？

未救出
救出遅れ
逃げ遅れ
⽕災延焼
地域壊滅

病院搬送遅れ

避難所崩壊
トイレ崩壊
災害関連死
感染症拡⼤
⼈権問題

災害医療の砦
（災害医療始動)

重症→災害拠点病院
中等症→災害時救急

病院
軽症→診療所？
地域防災⽀援は？
ごく軽度→市⺠

DMAT⽀援
⾃衛隊・他国軍

地域医療機能停⽌
医療崩壊
未治療死

⼊院患者被害
通院患者被害
災害関連死

各砦の
任務

災害外⼒
地震・津波
⽕災延焼

⾵⽔害・⼟砂
⽕⼭噴⽕



鷲⼭全体総括
•（成果）
•「⾃助・共助・公助
連携」の柱で講座の
⼀貫性はあった
•会員への費⽤、労⼒
の負担は低減できた
•会員の拡⼤につな
がった

•（課題）
•「記録」が計画にな
かった
•本会の活動にどのよ
うに位置づけるか
•いずれは、各サロン
からの発信の場、会
員拡⼤の機会とした
い。
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